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背景
• 第⼆⾔語(L2)での語彙学習とは

• 第⼆⾔語（L2）における語彙学習、または第⼆⾔語語彙習得とは、第⼀⾔語（L1、
「⺟語」または「⺟国語」とも呼ばれる）を習得した後に、別の⾔語の語彙を習得
するプロセスを指します

• 語彙学習の重要性
• 語彙は⾔語のfoundationである
• 語彙はどんな⾔語でもcore componentである(Richards et al. 2012)
• 語彙は⼦どもたちの思考と学習を助ける
• 語彙が少ないと、 ⾃分のアイデアシェアリング、情報の共有、海外の友達と会話な

どができない
• “without grammar, very little can be conveyed; without vocabulary nothing can be 

conveyed” (David A. Wilkins 1972)
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L2の語彙学習は難しい
• 発⾳、書き⽅、綴り⽅、polysemyなど
• 語彙は教室ではなく授業後に暗記させる
• 新しく学んだ単語が忘れやすい(retention and transfer)
• 教室で学んだ単語を⽇常コンテキストで使うのが難しい
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In-class activities Out of-the class activity 



語彙学習⽅略(VLS)
• 学習⽅略(leaning strategies)は、外国語教育の分野では 1975 年に初めて論⽂が発表さ

れ、過去40 年以上にわたって研究が進められてきた (⽔本篤 2017)
• 語彙学習⽅略(vocabulary learning strategies: VLS)は、多くの研究者・実践者の関⼼を

惹きつけるものである

4語彙学習⽅略(VLS)の分類(Mizumoto, 2010)

Wordhyveアプリでも
Data-driven アプローチを採⽤



Data-drivenアプローチ

Hasnine et al., Going Beyond Computer-assisted Vocabulary Learning: Research Synthesis and Frameworks, Invited Talk at DAPI-HCII2020 RCCMS@HOSEI UNIVERSITY

ラーニングログ

Anytime-anywhere学習
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• ユビキタスやセンサーテクノロジーを使⽤した語彙学習

• ラーニングログ(Learning log)とは
• ⽇常⽣活での学習の体験映像・画像・コメント・マルチメディアアノテーションなどをラーニ
ングログとして蓄積し、他の学習者と共有することで、知識やスキルの獲得を⽀援する

• 特に、その場所や時間など学習者の周囲の状況に適した情報を学習者に知らせ、学習者の環境
やニーズと調和して適切な情報コンテンツを提供し、学習プロセスを⽀援する学習環境の構築
を⽬指しています(⽑利考佑 2011)



Hasnine et al., Going Beyond Computer-assisted Vocabulary Learning: Research Synthesis and Frameworks, Invited Talk at DAPI-HCII2020 RCCMS@HOSEI UNIVERSITY

本研究では

SCROLL • LFO Panel
• Word’s co-occurrence analysis
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Thanks to
Junji Wuさん
(早稲⽥⼤学)



⽬的

Hasnine et al., Going Beyond Computer-assisted Vocabulary Learning: Research Synthesis and Frameworks, Invited Talk at DAPI-HCII2020 RCCMS@HOSEI UNIVERSITY
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• informalラーニングシステムの問題点
• あるアプリでは学びたい単語があればintentionalラーニングができる
• incidentalラーニングまたはaccidentalラーニングの学習ができない

• 単語のリストがアップデートされない場合学習が⽌まる

• Wordhyveアプリでは、学習プロセスを⽀援する学習環境だけではなく単語
学習スコープを⾼める
• ⽅法：主に、ライフログ画像・動画のシーン解析



ユーザ登録画⾯
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ライフロギング画⾯
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プロファイル設定

画像のアップロード
(カメラからでもOK)

学びたい単語
(native・L2でもOK)

ログ分析

リアルタイムで
scene analysisの機能

リアルタイムで
object detectionの機能

メモ



ラーニングログの作成

Incidental単語
の推薦

Smartly-generated 
learning 

context(SLC)
の推薦

Microsoft
cognitive 
visionや

Megviのサービス

Wordhyve 
recommendationパネル
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ラーニングログ
として保存する



ラーニングログ・データについて
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• 学習者のDemographics情報
• 国籍
• 年齢
• 職業
• いままでのL2経験
• ⽬的など

• Location情報
• どこで、何時、何を勉強しているか
• 200メートルradiusのplace details

• 学習ログ
• 学びたい単語
• 画像のEXIF情報
• 画像のvisual scene情報
• context情報など

https://maps.multisoup.co.jp/blog/3211/



学習者へFeedback

• Wordhyveアナリティクスダッシュボード
• いままで学んだ単語の統計
• 学習したタイミング(例えば、朝、昼、夜)
• Mapの上でログを⾒る
• Zoom-inとZoom-outで場所のカスタマイズ
• 単語カード
• 学習期間のカスタマイズ
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学習者へFeedback 
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まとめ
• 今年、Wordhyveという単語学習DXアプリを開発しました

• 論⽂：3本
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(Best paper award-
Nominee)



今後の予定
• GooglePlayでアプリをリリースすること

• 評価実験

• Quiz機能を作成

• Wordhyveアプリをspace repetition basedアプリにする
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